
産地生産基盤パワーアップ事業の取組事例（30年度：計画作成主体：燕市農業再生協議会）（新潟県）

ポイント

取組成果

【事業実施による直接効果】

① 業務用米の取組による
収量増加

② 収量増加による水稲生
産コスト節減効果

③ 機械の能力増加による
品質の安定化

【事業実施による間接効果】

① 作付面積の拡大が可能
となり、地域の担い手と
しての農地集積が増進

推進体制

【産地の課題及び取組方向】

圃場整備等による担い手への農地集積と併せて、業務用米等の需要が高まって
きている。しかし、業務用米等の多収性品種は反収が高いため、現在法人が所有
する農業機械を使用し、刈り取りを行った場合、収穫期間が延びることにより、
荷受量の大幅な増加や荷受期間の延長が見込まれる。このため、コシヒカリを中
心とした従来の乾燥調製施設では乾燥能力が不足し、適期収穫及び乾燥調製がで
きず、品質低下を招く恐れがあった。

地域における独自の取組

〈主な取組〉

【産地の体質強化に向けた方策】
①業務用米等の作付けに対応出来るための乾燥機及び籾摺り機の導入
②機械の能力増強によって可能となる収量・品質の安定化
③適期刈り取りや収量増加による水稲生産コストの低減と農業所得の確保

取組の概要
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目標値
10,298円/10a
△12.10％

（基準年）コスト削減実績値

対象品目 ：水稲（産地面積57.9㏊）
主な取組主体：農事組合法人

あぐりマイスター長所
成果目標 ：生産コストの10％以上削減

基準値(H29年度) 11,716円/60kg
目標(R2年度)   10,298円/60kg

導入施設等 ：乾燥調製機械整備
遠赤外線式乾燥機、乾燥機付
属部品、籾摺機

新潟県
燕市
長所地区

・ 業務用多収性品種の種子代助成（市単）
・ 業務用多収性品種の展示ほ設置及び研修会開催

11,716円/60kg

△18.78％
9,516円/60kg

生産コストが
19.45％削減
（達成率161％）

燕市農業再生協議会
①計画の策定・管理
②取組計画への助言

取組主体（法人）
①取組計画の作成
②取組実施 等

・三条地域振興局（県）
・燕市
・越後中央農業協同組合

情報共有

・協議会と取組主体（農業者）
との情報共有（取組状況等）

・行政機関（県、市）及び農協
によるサポート体制

指導・助言

10,428円/60kg

△10.99％
△19.45％
9,437円/60kg
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